








































































 2012年 11月 19 日，図書館情報資源概論の授業で，特別講義「洋書の選書業務から蔵書管
理業務まで」と題した，折田先生の講義を拝聴した。 
 蔵書は図書館における第一の経営資源であり1)，図書館が提供するあらゆるサービスの中核
である2)と言われる。私は本学図書館に勤務し，収書担当として選書を行うほか，学部教員か
らの購入希望に沿って洋書の発注を行うなど，洋書を扱う機会も多い。そのため，今回のテ
ーマは大変興味深いものであった。以下に講義の内容に沿って，私自身の業務を振り返りつ
つ，簡単ではあるが報告をさせていただく。 
 
１．日本での洋書の流通ルート 
 講義では，まず洋書購入の流通ルートと選書ツールについてのお話しがあった。図書館
で洋書を購入する場合，直接海外の書店と取引することは少なく，洋書を扱う国内の専門
書店や大手書店が作成するカタログ等を通して選書発注を行うのが一般的である。書店カ
タログ以外の選書ツールとしては，Book Review誌についてご紹介があった。 
 Book Review誌は本の内容を確認することができるので有効であるが，実際の業務ではな
かなか Book Review誌に目を通す余裕がなく，書店発行の案内チラシから本の内容を確認
することが多い。また，書店に依頼して「見計らい」選書を行う場合もある。「見計らい」
は実際に本を手に取って選書できるため大変有効であるが，書店との信頼関係なくしては
成立しない。書店を通さずに Amazon をはじめとするネットサービスを利用することで，
安い価格で洋書を購入する方法もある。しかし，安価である反面，トラブルが発生した際
の交渉が難しく，書店を通じて購入する場合の確実性・安全性と，ネットサービスを利用
する場合の低価格さとのバランスを取りながら洋書の収集を行わなくてはならない。洋書
の購入を効率よく行うためには，書店とのつながりを保つことも重要である。 
